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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第３四半期累計期間
第35期

第３四半期累計期間
第34期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

自　2020年４月１日
至　2020年12月31日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 (千円) 33,505,340 30,486,515 44,653,770

経常利益 (千円) 794,319 588,274 1,123,608

四半期（当期）純利益 (千円) 547,472 398,973 792,028

持分法を適用した場合の投資

利益
(千円) － － －

資本金 (千円) 344,457 344,457 344,457

発行済株式総数 (株) 11,280,000 11,280,000 11,280,000

純資産額 (千円) 7,320,240 7,746,909 7,566,549

総資産額 (千円) 19,732,992 20,590,209 20,367,187

１株当たり四半期（当期）純

利益
(円) 51.90 38.77 75.56

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益
(円) － 38.72 －

１株当たり配当額 (円) － － 24.00

自己資本比率 (％) 37.1 37.6 37.1

 

回次
第34期

第３四半期会計期間
第35期

第３四半期会計期間

会計期間
自　2019年10月１日
至　2019年12月31日

自　2020年10月１日
至　2020年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 22.71 22.92

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用する関連会社が存在しないため記載しておりま

せん。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第34期第３四半期累計期間及び第34期は希薄

化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大につきましては、2020年７月及び12月に当社従業員に感染者が発生しま

したが、それによる営業所の閉鎖等には至っておりません。引き続きコロナウイルス感染症の拡大には十分な注意

を払い、その影響が最小限となるよう取り組んでまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況

が続いておりますが、感染拡大の防止策を講じるなかで、各種政策の効果や海外経済の改善もあって持ち直しの動

きが続くことが期待されておりましたが、昨年末から感染者数が急増し、依然として先行き不透明な状況が続いて

おります。

　医療機器業界におきましても、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が大きな影響を及ぼし、外出自粛要請に伴

い患者の医療機関への来院数が減少したこと、医療機関が待機的な治療など緊急性が低い治療について可能な限り

延期したことなどから、症例数が減少しました。2020年６月以降、症例数は回復傾向にありましたが、昨年末から

感染者数急増の影響により再び減少傾向となっており、依然として先行き不透明で見通しが難しい状況が続いてお

ります。

　このような情勢のもと、当社では、社員の感染リスクを軽減するためのあらゆる対策を講じ、医療の安全、安心

のために安定して商品を供給し続けることを使命とし企業活動を行ってまいりました。

　これらの結果、当第３四半期の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

①財政状態

当第３四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末と比べ223,022千円増加し、20,590,209千円となりまし

た。

当第３四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末と比べ42,661千円増加し、12,843,299千円となりまし

た。

当第３四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べ180,360千円増加し、7,746,909千円となりまし

た。

 

②経営成績

当第３四半期累計期間の経営成績は売上高30,486,515千円（前年同期比9.0％減）、営業利益590,214千円（前

年同期比25.0％減）、経常利益588,274千円（前年同期比25.9％減）、四半期純利益398,973千円（前年同期比

27.1％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

不整脈事業は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、医療機関において待機的な治療など緊急性が低い

治療については可能な限り延期したことや患者の受診自粛などにより症例数が減少したことから、当第３四半期

累計期間の売上高は26,246,646千円（前年同期比10.0％減）、セグメント利益は2,853,966千円（前年同期比

10.4％減）となりました。

虚血事業は、新型コロナウイルス感染症の影響により医療機関における症例数が減少したことに加え、感染拡

大防止のため総代理店として取り扱っている商品については、医療機関への訪問など営業活動を自粛したことか

ら、当第３四半期累計期間の売上高は2,357,775千円（前年同期比20.1％減）、セグメント利益は505,919千円

（前年同期比19.6％減）となりました。

その他は、外科、脳外科関連商品等が好調に推移したことから、当第３四半期累計期間の売上高は1,882,093

千円（前年同期比34.4％増）、セグメント利益は233,620千円（前年同期比13.8％増）となりました。

 

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。
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(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等に変更はありません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(5）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、6,977千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

当第３四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。

 

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べ349,417千円増加し、19,181,099千円となり

ました。これは主に、受取手形及び売掛金が244,940千円、商品が199,125千円減少しましたが、現金及び預金が

414,061千円、電子記録債権が421,908千円増加したことによるものであります。固定資産は、前事業年度末に比べ

126,395千円減少し、1,409,110千円となりました。これは主に、差入保証金が51,086千円、繰延税金資産が47,000

千円減少したことによるものであります。

　これらの結果、当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比べ223,022千円増加し、

20,590,209千円となりました。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べ19,861千円増加し、12,393,820千円となりま

した。これは主に、買掛金は202,088千円増加しましたが、賞与引当金が112,695千円、未払法人税等が89,000千円

減少したことによるものであります。固定負債は、前事業年度末に比べ22,800千円増加し、449,479千円となりま

した。これは主に、退職給付引当金が32,669千円増加したことによるものであります。

　これらの結果、当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比べ42,661千円増加し、

12,843,299千円となりました。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ180,360千円増加し、7,746,909千円となり

ました。これは主に、四半期純利益により398,973千円増加したものの、剰余金の配当により246,656千円減少した

ことによるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は37.6％（前事業年度末は37.1％）となりました。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年２月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,280,000 11,280,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 11,280,000 11,280,000 ― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 11,280,000 － 344,457 － 314,730

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 977,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,300,700 103,007
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 2,000 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  11,280,000 － －

総株主の議決権  － 103,007 －

（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式44株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ディーブイエックス

株式会社

東京都練馬区

小竹町一丁目16番１号
977,300 － 977,300 8.66

計 － 977,300 － 977,300 8.66

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2020年10月１日から2020年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について

EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,232,708 5,646,770

受取手形及び売掛金 9,932,252 9,687,312

電子記録債権 1,558,159 ※２ 1,980,068

商品 1,793,332 1,594,206

その他 316,628 273,441

貸倒引当金 △1,400 △700

流動資産合計 18,831,681 19,181,099

固定資産   

有形固定資産 915,695 916,654

無形固定資産 24,381 11,051

投資その他の資産   

差入保証金 253,502 202,416

繰延税金資産 300,900 253,900

その他 43,242 25,088

貸倒引当金 △2,216 -

投資その他の資産合計 595,428 481,404

固定資産合計 1,535,505 1,409,110

資産合計 20,367,187 20,590,209

負債の部   

流動負債   

買掛金 11,588,271 11,790,359

1年内返済予定の長期借入金 29,527 4,177

未払法人税等 99,000 10,000

賞与引当金 246,630 133,934

売上値引引当金 - 56,728

その他 410,530 398,620

流動負債合計 12,373,959 12,393,820

固定負債   

長期借入金 1,678 -

退職給付引当金 354,195 386,865

役員退職慰労引当金 68,577 -

その他 2,228 62,613

固定負債合計 426,678 449,479

負債合計 12,800,638 12,843,299

純資産の部   

株主資本   

資本金 344,457 344,457

資本剰余金 314,730 314,730

利益剰余金 7,958,713 8,106,982

自己株式 △1,056,197 △1,029,556

株主資本合計 7,561,704 7,736,614

新株予約権 4,845 10,295

純資産合計 7,566,549 7,746,909

負債純資産合計 20,367,187 20,590,209
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(2)【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 33,505,340 30,486,515

売上原価 29,486,806 26,893,008

売上総利益 4,018,533 3,593,506

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 200 △700

給料及び手当 1,113,335 1,157,188

賞与引当金繰入額 119,943 133,934

役員退職慰労引当金繰入額 5,591 2,042

退職給付費用 44,871 48,519

その他 1,947,858 1,662,306

販売費及び一般管理費合計 3,231,799 3,003,292

営業利益 786,733 590,214

営業外収益   

受取利息 264 110

受取保険金 7,368 -

貸倒引当金戻入額 - 279

為替差益 917 -

その他 1,428 1,688

営業外収益合計 9,979 2,078

営業外費用   

支払利息 176 46

為替差損 - 3,972

貸倒引当金繰入額 2,216 -

営業外費用合計 2,393 4,018

経常利益 794,319 588,274

特別利益   

固定資産売却益 648 -

投資有価証券売却益 959 -

特別利益合計 1,607 -

特別損失   

固定資産除却損 1,455 1,203

特別損失合計 1,455 1,203

税引前四半期純利益 794,472 587,070

法人税、住民税及び事業税 244,009 141,097

法人税等調整額 2,989 47,000

法人税等合計 246,999 188,097

四半期純利益 547,472 398,973
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）「新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りにつ

いて」に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はあり

ません。

 

（四半期貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前事業年度

（2020年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2020年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 462,447千円 267,522千円

 

※２　期末日満期電子記録債権

　期末日満期電子記録債権の会計処理については、決済日をもって決済処理をしております。なお、当四半期会

計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期電子記録債権が四半期会計期間末日

残高に含まれております。
 

 
前事業年度

（2020年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2020年12月31日）

電子記録債権 －千円 126,800千円

 

３　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2020年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2020年12月31日）

当座貸越極度額の総額 200,000千円 2,200,000千円

借入実行残高 － －

差引額 200,000 2,200,000

 

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

減価償却費 117,103千円 142,455千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月15日

取締役会
普通株式 259,857 24 2019年３月31日 2019年６月5日 利益剰余金

 
 

２　株主資本の金額の著しい変動

当社は、2019年８月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式550,000株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期累計期間において自己株式が431,750千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株式が

1,056,175千円となっております。
 
 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月15日

取締役会
普通株式 246,656 24 2020年３月31日 2020年６月３日 利益剰余金

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
（注）２

 不整脈事業 虚血事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 29,152,928 2,952,339 32,105,268 1,400,071 33,505,340

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 29,152,928 2,952,339 32,105,268 1,400,071 33,505,340

セグメント利益 3,184,430 628,886 3,813,317 205,215 4,018,533

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、脳外科事業及び消化

器事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
 
（のれんの金額の重要な変動）

特記すべき重要な事項はありません。
 
（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
（注）２

 不整脈事業 虚血事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 26,246,646 2,357,775 28,604,422 1,882,093 30,486,515

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 26,246,646 2,357,775 28,604,422 1,882,093 30,486,515

セグメント利益 2,853,966 505,919 3,359,886 233,620 3,593,506

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、脳外科事業及び消化

器事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
 
（のれんの金額の重要な変動）

特記すべき重要な事項はありません。
 
（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

(1)１株当たり四半期純利益 51円90銭 38円77銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 547,472 398,973

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 547,472 398,973

普通株式の期中平均株式数（株） 10,549,379 10,291,524

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 38円72銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 13,122

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

2019年７月16日開催の取締役

会決議による第6回新株予約

権

　新株予約権の数　1,551個

（普通株式　　　155,100

株）

－

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第３半期累計期間は希薄化効果を有している潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（自己株式の消却）

　当社は、2021年２月15日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式の消却を行うこ

とを決議いたしました。

 

(1) 消却する株式の種類　　当社普通株式

(2) 消却する株式の総数　　500,000株（消却前の発行済株式総数に対する割合：4.43％）

(3) 消却予定日　　　　　　2021年２月26日

（ご参考）消却後の当社の発行済株式の総数は、10,780,000株であります。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月15日

ディーブイエックス株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢崎　　弘直　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯田　　昌泰　　㊞

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているディーブイ

エックス株式会社の２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの第３５期事業年度の第３四半期会計期間（２０

２０年１０月１日から２０２０年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（２０２０年４月１日から２０２０年１２

月３１日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ディーブイエックス株式会社の２０２０年１２月３１日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において

認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合
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は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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